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研究成果の概要：近い将来に危惧される宮城県沖大地震を予知するため、民間・地方自治 

体から深度 1000m 前後のボアホールと温泉を計 10 カ所前後借用し、遠隔自動受信による 

「深層地下水観測システム」を構築した。精密な水温・水位・ラドン濃度・炭酸ガス濃度を 
観測し続け、岩手・宮城内陸地震を含む７個の地震の pre-および co-seismic な変動を捉えた。 
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１．研究開始当初の背景 
「地震予知は不可能」という世界的雰囲気の 
中、2000 年度末に地震調査研究推進本部は、 
2001 年から 20年以内に宮城県沖地震が発生 
する確率を 80%と発表した。 
 
２．研究の目的 
間近に迫る大地震を地震予知研究の好機と
捉え、地震予知研究をレビューした結果、地
下水変動観測が最も実績があるとの理解に
達し、地震に敏感な観測サイトを選定し、最
新の観測機器を配置することによって宮城
県沖大地震の前兆変動を捉える研究計画を
立案した。 
 

３．研究の方法 
深層ボーリング孔・温泉等の観測サイトに分
解能1万分の2℃の水温計、ラドンモニター、
分解能 1mm の水位計、炭酸ガス濃度計などを
設置し、「自動遠隔受信深層地下水変動観測
システム」を構築して連続観測した。 
 
４．研究成果 
以下のようなpre-またはcoseismicな変動
を捉えた。 

(1) 2005/12/2 宮城県沖地震、M6.6 
(2005/8/16 M7.2 の宮城県沖地震の最大
余震)：震源距離 120km 観測サイト ATG で
本震の 2.5 時間前から 0.003℃低下し、
回復直後に本震発生（この時点での観測
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サイトは ATG のみ）。 
(2) 2007/4/12 仙台湾での直下型地震、M4.5: 

震源距離 30km の観測サイト YMT で、本震
の 2時間前から 0.002℃上昇し、本震後
に定常的なトレンドに戻った。このとき
サイト ATG は無感。 

(3) 2007/5/29 宮城県中部地震、M4：震源距
離 12km の YMT のみ coseismic に 0.02 ℃
低下し、6時間後に回復。なお、本震の
25 日前から 0.8℃も低下し、10 日前から
上昇に転じ、上昇しきった時点で本震が
起きたが、前兆的変動か否か不明。 

(4) 2008/6/14 岩手・宮城内陸地震、M7.2: 
Coseismic な変動は以下の通り。震源距
離 38km の観測サイト MMK では 0.02℃の
水温低下、450mm 以上の水位低下。震源
距離72kmのYMTでは一旦0.005℃上昇し、
20 分後に 0.015℃低下。これらと同期し
て水位が20mm低下し、直後に150mm上昇。
震源距離 85km の ATG では、0.08℃の温度
低下と 10mm 程度の水位低下。Preseismic
な変動は MMK のみで発生し、本震の 4日
前から潮汐に対応する水位変動の位相が
著しく乱れた。 

(5) 2008/7/19 福島県沖地震、M6.9、深さ
32km：震源距離 164km の YMT では、地震
時の数分間に10mm低下した後14mm上昇。
水温は地震後の 12 時間に 0.01℃上昇。
震源距離 172km の ATG では、coseismic
に水位が 30mm 低下し、水温が 0.16℃低
下した。 

(6) 2008/7/24 岩手県北部沿岸地震、M6.8、
深さ 108km:震源距離 130km の MMK では、
coseismicに0.012℃の水温低下と8mmの
水位低下。震源距離 150km の YMT では、
本震の1時間前から0.001℃温度低下し、
coseismic に 0.002℃上昇。水位は
coseismicに一旦10mm低下した後に30mm
上昇。震源距離 177km の ATG では、本震
の 12 時間前から水温が 0.05℃上昇し、
地震時には水位が 10mm 低下し、水温も低
下。 

(7) 2008/3/8 茨城県沖地震、M7.0、深さ
51km： 
YMTのみが coseismicに水位が 50mm低下
し、水温は post-seismic に 0.005℃上昇
した。 

(8) 地震に明確に対応したラドン濃度の変化
は観測されていない。岩手・宮城内陸地
震の震源に近い温泉（サイト YBT）での
観測によれば、ラドン濃度はキャリアー
ガスである炭酸ガス濃度と調和して変動
することが分かった。 
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